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   自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホーム独自の理念「ぬくもり、まごころ、

いたわり～住み慣れた佐倉で、地域に開

かれたホームで～」ホーム名の「愛」から

イメージしている。人と人が寄り添う温も

り、優しい真心といたわりを。地域密着型

サービスとして、住み慣れた佐倉市で最

期まで地域とつながり安心して過ごして

いただけるように、新たに加えました。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自治会に加入。地域清掃に入居者様、

外国人実習生と共に参加。火災報知器

誤報により来られた隊員の方がお母様

の施設を探されていて、ホームを気に入

られ入居された、というケースがあった。

地域包括紹介から緊急入居のケースあ

り。 

オレンジカフェは少人数で実施したり感染状

況に応じて中止としている。当ホームは参加

自粛している。外出や外部の方受け入れも出

来ず、地域との付き合いは限られている。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍で書面及び電話にて意見交換

を続けている。包括 SS、民生委員、佐倉

市議会議員、身体拘束委員会外部委員

（元民生委員）、ご家族様、佐倉市介護

相談員よりご意見を頂いている。 

 日常の活動もマンネリ化しているのが課題、の状

況に。散歩やドライブ、またはレクの内容を充実さ

せる、オレンジカフェでは回想法やった、等ご意見

頂く。また、猛暑の時期は今のこの状況では仕方な

いですよね、という意見も。ご家族より面会時のご

意見も頂く。様々なテーマで意見交換しています。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 今年度は包括 SS や市高齢者福祉課

の方と成年後見人申し立てで連携したケ

ースあり。看取り加算などについて、高

齢者福祉課の職員に相談し、検討してい

る。他にも加算を検討していく。 

包括 SS は認知症進行等で緊急対応が多く忙しい

状況が続いているとの事。当ホームも包括紹介に

より昨年度緊急入居したケースあり。民生委員か

ら、個人情報の題であまり情報共有できず対応に

限界がある、施設の空き状況を教えて頂けるとあり

がたいとのご意見。 

  

  

 

 

 

 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

三か月に一度身体拘束委員会、年２

回の勉強会実施。新人職員や外国

人研修生にも研修実施。今年度外

部研修参加できず、来年度参加予

定。スピーチロック研修は毎年実施。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 電話でもインシデントアクシデントの細かい

報告を聞いています。リスク管理ちゃんと出

来ていると思います。暴れる人はいるようで

すが、大きなトラブルにはなっていないとか、

きちんとされているとおもいます。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 虐待の種類や定義を確認し、日頃

のケアにおいても虐待の無いように

注意を払っている。虐待防止の指針

はこれから整備する。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ・大きな問題は生じていないように思い

ます。一人で抱えて隠すことの無いよう

に、ワークフロウがなされていると思い

ます。何かあった時に見逃さないよう

に、続けていってください。 

・虐待防止の指針を早めに作成し、職員

間で共有徹底して頂きたいです。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 各種障がい者手帳の申請支援。成

年後見人については今年度は地域

包括、佐倉市高齢者福祉課担当者

と申立てに協力したケース２件。 
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8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 契約に関しては重要事項の説

明を行い、納得を得て契約に至っ

ている。決定においても事前に書

面で連絡し疑問点あれば問い合

わせて頂き回答。解 にはより慎

重に対応し納得を頂いている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により、ご家族と対面して話す機

会は減ったが、日頃より気軽に要望を言

っていただける関係づくりを心掛けてい

る。外部評価アンケートのフィードバック

と実践。テレビが見えない席の方もいる

→一階リビングに大型テレビを追加。 

苦情受付あり。都度真摯に対応するよう

努める。   

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族的な雰囲気で暖かい、とても良い施設

だと思います。 

・何かあれば電話等で連絡を頂き、柔軟に対

応して頂いておりありがたいです。 

・認知症で落ち着かなくなったが、根気よく対

応頂いています。 

・医療との連携がきちんとされているので安

心しております。 

・入居者の生活面や健康面についてスタッフ

間で情報共有されていないと感じる事があ

る。 

・使いやすい駐車場があると助かります。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日常の中で常に話し合い意見

や提案があれば会議を開いて反

映させるよう努めている。運営経

営にも直結することなので慎重に

対応が必要。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 働く環境は決して良いとは言え

ないハード部分をソフト部分でカ

バーし利用者に対する援助は常

に心を込めて温かく対応するスタ

ッフの気持ちが日々ひしひしと感

じられる職場です。職員のやりが

いアップに向けて努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自己評価の通り、ちゃんとされていると

思います。向上心を持っていくために

も、上下、横のコミュニケーションがとて

も大切です。効いている限りでは、それ

もちゃんとされていると思います。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月、さくら風の村訪問診療所三嶋先

生より、医療テーマで勉強会を実施して

いる。他ホーム内研修あり。今年度は外

部研修参加者なし。来年度は積極的に

参加するよう研修計画を立てた。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 三嶋先生の勉強会はすごいですね。

取り組みもちゃんとされていると思いま

す。三嶋先生の貴重な言葉や包括の意

見を聞きながら、日常の中で勉強された

らいいと思います。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会社全体では月に一度、全国から

グループごとにグループホーム事業

所が Web 会議を実施。また、月に一

度（株）ユーピーアイの事業所が集ま

り会議を開き活動に対する取り組み

や成果を報告し合って相互間の交流

を行っている。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 重度の方もいらっしゃるが、一人ひ

とり出来ることを見つけ、お手伝いな

どの役割や楽しみ, 

生きがいを持てるように関わってい

る。 
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15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度は条件ありでの面会実施を継続

している。要事前予約。一回に二名ま

で、居室で１５分以内。その場での飲食

はご遠慮していただく等。お看取りの段

階の方へは毎日でも可。感染状況によっ

て家族限定にする時期もある。外出はで

きていない。 

ホームでは面会の制限はしていないが、流行

っている時はなるべく手短に、家族のみ、等

自粛いただく時期もあった。秋ごろからは面

会に来られる家族も増えてきたが、面会しづ

いという家族の意見、代わりに何か工夫をし

てもらいたい、という意見を頂いた。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

まず、入居の際に本人や家族からアセス

メントを行い、希望や意向を聞き取り、ホ

ームで出来ること、どんな風に過ごした

いか、一緒に相談します。その後は都度

見直し確認している。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新たな課題の把握に努め、都度対応策

を検討し、支援計画を見直している。必

要時家族や主治医等関係者と話し合い

を行う。支援票を基に毎月モニタリング。

職員は毎月の会議で事前アンケートにて

意見を反映している。 

 管理者及び実践者研修参加者の報告。職

員間で日頃から報連相を行い、どのスタッフ

が行っても同じサービスが出来るように。問

題があった時はモニタリング、チームでケア

出来るよう計画を立てチームワークを発揮で

きるように努めたい、 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月会議を行って、ご家族からも意見

を確認しているようで、特に問題ないと

思います。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個別記録はホーム独自の書式で個々

の援助内容に応じている。特記事項はユ

ニット日誌にて情報共有。ケアプランと連

動した介護支援実施表にて毎月モニタリ

ング実施。インシデントアクシデントシート

で速やかな共有を図り事故予防に努め

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介護支援実施表はケアプランと連動し

ていてとても良いと思います。情報共通

はとても大切ですね。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

訪問診療利用、主治医の対応が可能な

方は看取り対応可です。ほとんどの方が

三嶋先生が主治医となります。今年度は

看取り施設受け入れ先がなく入居したケ

ース、バルンカテーテルの方の入居あ

り。 

 コロナワクチン接種の為の通院介助。

ホーム全体応接種状況を報告。 

看取り段階での受け入れやバルンの方

などの受け入れ先としてとてもありがた

いと思います。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 参加していた地域の敬老会は 3 年前

から行われなくなった。オレンジカフェは

コロナ禍の為参加自粛。ボランティア受

け入れも出来ず。市から頂いたお食事券

で家族と食事に出かけて頂いたケースあ

り。ホームで敬老会を行い、松花堂弁当

作りに近所のスーパーの協力を得た。 

 。オレンジカフェでは少人数で行い、カタツ

ムリアジサイ等の置物を作り持ち帰った、昔

の写真をみて思い出話。昭和の映像など良

いですね、とのアドバイスを受け、昔の歌番

組、お笑い番組をみて懐かしみ楽しんで頂き

ました。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在訪問診療は９名。同訪問診療所で

の外来患者は５名。外来は定例受診以

外でも電話対応等柔軟な対応あり。随時

やり取りし、安心な医療体制が取れてい

る。ほか、腎臓透析定期通院する入居者

１名。今年度は家族の希望で在宅時の

主治医（白銀 CL）継続し看取ったケース

あり。  
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22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度は入院１件。外来患者で重症

CPOD による。主治医の指示のもと

診療所、入院先の病院との連携をと

る。介護サマリーにて情報提供。病

院からの入居相談も多く、ＳＷと入居

時は細やかなやり取りを実施。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

記載通り、特に問題ありません。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に医療に対する意向を確認、同

意書を作成する。現在往診９名の方は看

取り可能。意向は状況に応じて主治医家

族都度話し合い、意向を確認している。

外来５名の方は急変時のみ対応可能。

今年度は  名のお看取りがあった。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

 

 

記載通り、特に問題ありません。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 往診患者は２４時間対応。外来患者と

透析利用者の５名は緊急時は救急車対

応が基本。急変時の対応について、勉強

会を行った。緊急時持ち出し用情報ファ

イルの整備。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

緊急時における連絡網、利用者とその家

族の連絡体制。警備会社。防災機器等

の定期点検。年に 2 回の防災訓練実

施。調理機器を IH ひ変更。防災カーテン

設置。備蓄品の確保。トイレに緊急用ベ

ル設備。ハザードマップの掲示。避難経

路の確保。 

コロナ禍で日頃地域との協力体制を築く

のも今は難しいところですね。でもコロナ

でクラスターの場合なども、大きな施設と

協力し合えるとよいですね。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ・基本的な事はししっかりされていると思い

ます。地域の方との協力は、コロナの方がも

う少し落ち着いてくれば変わって来るで症

ね。いざという時忘れてしまわないように常

日頃訓練するのが大切です。 

・いろいろと準備されています。地域住民や

他施設との連携協力ができるとよいと思いま

す。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は仕事始めに入居者への

挨拶を行う。接遇、言葉使いの大

切さはとスピーチロックは毎年勉

強会を行う。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 言葉使いや接遇の研修を毎年行っている

が、すべての職員が出来ているかどうかが

課題とのこと。しかし、スタッフ一人一人の長

所を生かしてサービスの向上に貢献してもら

いたい、というのがいいですね。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

意思表示が困難な方もいらっしゃるが、

各々やりたいこと、好きなこと、出来るこ

と、その人らしく過ごせるように支援して

いる。塗り絵、好きな音楽、カラオケ、体

操、DVD、映画、作業、将棋等。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍で出来ることが限られている

中、特に食を楽しむ支援を重要視してい

る。敬老会、クリスマス等の行事食、バー

ベキューや焼き肉、おやつ作り、等。来

年度は外食やデリバリー検討中。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍でさまざまに制限されてい舞う中

なので、食事に対する楽しみや喜びは更に

大きく重要になりますよね。行事食に力をい

れており、入居者も喜ばれていることでしょ

う。 
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29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一人一人の食事量、適切な食事形態、

水分量は確認記録している。水分摂取

不良時はドリンクゼリー、嗜好に合わせ

た品の提供。ノンアルコール品の提供。

なるべく自分で摂取できる工夫。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食後個々の状態に合わせて口腔ケ

アを実施。義歯管理、スポンジ、舌ブラ

シ。訪問歯科利用者現在５名。虫歯の治

療や義歯調整、口腔ケア困難な方への

虫歯予防等。居宅療養管理指導。歯科

衛生指導あり。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 大体歯は磨けています。ケアが難しい人も

います。特に隙間、奥歯は磨くのが難しいで

す。食べたあとなるべくすぐ磨くのが理想で

すが、うがいも有効です。食べかすを残さな

い事が大切です。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄チェック表を使用。トイレの方は

個々の排泄パターンを把握し、適切な誘

導のタイミングを図り、トイレで排泄でき

るようにしている。また放尿の予防をして

いる。便秘の予防は運動と食事水分、そ

して主治医の指示のもと下剤の調整。排

泄は精神の安定に大きく影響あり重要視

している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夜間、トイレの認識できず放尿される方へ

は、パターンに合わせて事前に対応すること

で、放尿がなくなったそうですね。便秘予防

やその他、個々に応じて取り組んでいると思

います。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体状況に応じてチェア型機械浴と個

浴を使用。入浴拒否のある方それぞれ

に応じて、対応策をとる。男性スタッフが

対応。2 名対応。声掛けタイミングの工夫

等。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ADL に応じて適度に臥床、離床の時間

に配慮する。食後はソファでの休息。就

寝時間は各々のタイミング。就寝前に不

安になる方が多いので、傾聴声掛けにて

安心して休んで頂けるようにしている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昨年度から訪問薬剤の居宅療養管理指

導を受けている。薬剤師による配薬管

理。残薬は職員がチェック。精神安定剤

や下剤は主治医の指示範囲で調整する

ことがある。申し送りで状態を共有し都度

判断し、主治医に報告している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一番大切な事ですが、人や服用時間を

間違えず、きちんとその人その人に服用

できているので、きちんとされていると思

います。 

35 

 

役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 カラオケやレク、体操は毎日実施。食

器拭き、洗濯物たたみ、献立メニュー記

入など出来る方には役割を持って頂く。

絵の好きな方はスケッチ、みんなで塗り

絵。日記や作業を好む方。将棋や花壇

の花の植え替え。 

 一人ひとりの能力に応じていろいろされ

ていると思います。マンネリ化してしまう

課題に対し、オレンジカフェでは回想法

が良かったとの話。 
 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外食はコロナ禍になってから実施な

し。季節の花を見にドライブに出かけ

る。散歩の実施。趣味の野菜作りの

苗の購入、銀行への付き添い。受診

関係。３月にミレニアムセンターでの

バザーに数人で出掛けた。来年度は

外出を検討したい。 

 なかなか外出できず、毎日がマンネリ

化してしまう課題がある事を報告。特に

夏季冬季など。散歩や近場のドライブな

どなら可能なのでは？とアドバイス。テラ

スで日光浴出来るときはしている。 
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37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 お金の所持はトラブルを防ぐため、

お断りしている。希望の品は家族に

購入して頂くか預り金で一緒に買い

物に行く、または代行している。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 電話や手紙はなるべく希望に応じ

ている。家族親戚友人などの手紙や

電話。年賀状。贈り物受け取りのお

礼の電話等。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 リビングの窓は陽当たりがよく、交

代で日光浴を楽しんでいる。カーテン

を開け、外がよく見え開放感がある

ようにしている。夏はタープを張る。

テラスでお茶をする。季節の作品を

展示。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 アットホームでこじんまりとしてるけれど、よ

く整理整頓され清潔で圧迫感を感じません。

陽あたりもよいですね。職員も気配りされ、

乱雑さを感じません。とても良い印象です。

士気の高さを感じます。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

なるべくご本人の意向に沿って暮

らしていただけるように支援して

いる。意向が現実的でない、本人

の為にならない、等の場合、担当

者会議などで総合的に対応策を

検討している。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居事前情報や入居時本人や

家族から聞き取りしている。今ま

での趣味や暮らしの中での楽し

みごとはホームでも継続できるよ

うに努めている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 訪問診療。外来受診時、主治医

に日々の状況を報告し、必要に

応じて処方や処置、対応につい

て指示指導を受けている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自分で描いた絵を娘様が持参され居室に

飾っている方。居室で過ごす椅子の周りに棚

を作り、過ごしやすいように細かく工夫されて

いる部屋。自分の好きなように部屋をカスタ

マイズされ、制限していないのでとても良いと

思います。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人のペースを尊重すること

を大切にしている。今年度、高度

認知症の方でベッドでは足を投

げ出して休まれ、覚醒も多かった

が、布団対応にすると朝まで良眠

されたケースあり。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族の写真、、自分で書いた絵など、

飾っている方。なじみの家具、仏壇、食

器を持参されている方。帰宅願望や物盗

られなど状況に応じて職員が整えている

部屋もあり。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新聞の切り抜きをノートに貼る趣味の方、

好きなことを話と話が弾み生き生きとされて

いますね。絵の上手な方が描いた職員の似

顔絵が飾られていました。次年度は積極的

に外出するのが目標とのことで、ぜひ頑張っ

てください。 
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45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現在コロナ禍によりほとんど外出

はできていない。が、花を植えたい、

野菜の苗を買いに行きたいと、買い

物に行った。チューリップ祭りをドライ

ブで楽しんだ。 

 今は外出はなかなか難しいでしょうが、

身近な散歩などから出掛けてみては？

そんな中でも出来ることは少しでもされて

いますね。これからは外出が目標との

事。ぜひ頑張ってください。 

    

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々の状況に応じて、出来る方

は洗濯物たたみ、献立メニューボ

ード記入をお仕事としている。季

節の壁面制作、塗り絵、将棋等。

毎日の体操カラオケなど。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 おおむね職員や他の入居者同

士の顔なじみの関係の中で会話

を楽しみ、日々の活動を楽しむ機

会は持てている。しかし、より個

別に活動環境を整え支援してあ

げたいことあり。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新聞の切り抜きを貼る趣味の方、絵の

上手な方が書いた職員の似顔絵を居室

に飾っていたり、すきな事をしたり話すと

いきいきされていますね。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍でホーム外との交流はほ

ぼ持てていないが、佐倉市介護相談

員の訪問が再開され、お話を楽しま

れていた。包括よりオムツを頂いた

り、地域の障害施設からオムツを頂

き、その施設の主催するバザーに参

加した。 

 運営推進会議も電話なので、また少し

ずつ地域との交流が持てるようになると

良いですね。 

    

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族からもアットホームで安心できる

という言葉を頂くことが多い。職員や入居

者同士、また各サービス担当者や地域

の方との関係を築き、心身ともに安心し

て過ごして頂けるよう支援を行っていきた

いと思います。 

  

地域の人々との親しみはコロナ禍の為

難しいが、職員やの日々のかかとわりの

中で信頼関係を築き、安心して過ごして

頂けていると思います。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 看取りも含めて安心して過ごせる施設

として運営して頂けていると思います。

今後とも地域と共に入居者さんが安心し

て過ごせる居場所となって頂きたいで

す。 

 


